
ホタテガイ垂下養殖実態調査-ll

(平成11年10月)

吉田雅範・小坂善信・木村博聾・工藤敏博・川村 要

養殖ホタテガイ実態調査のうち、平成11年10月に行われた秋季実態調査について報告する。

1 養殖貝実態調査

調査内容

(1)調査期間

平成11年10月25----11月4日

(2)調査対象組合

陸奥湾内(平舘~脇野沢)12漁業協同組合及び13支所(連絡所)

(3)調査対象貝

平成10年産養殖貝及び平成11年産稚貝(養殖用・地まき用分散稚員及び未分散稚貝)

(4)調査点数

平成10年産貝 平成11年産貝
調査対象貝 調査点数 調査対象貝 調査点数
1'¥ールネット 32 (46) 養殖用分散 57 (82) 

耳吊 29 (29) 地まき用分散 8 (22) 

丸 篭 19 (20) 未分散 52 (55) 
dロ』 計 80 (95) 合 計 117 (159) 

( )肉は昨年度

(5)調査方法

陸奥湾内の全養殖業者の 5%を基準に調査対象者を無作為に抽出し、その調査対象者のホタテガイ

を施設のある海上で採取した(原則として 1対象者当り平成10年産貝2点、平成11年産養殖用稚員

2点の計4点、地まき用稚貝も保有している場合はさらに2点)。その際、連間隔を併せて実測した。

陸揚げされたホタテガイは、 1調査点当り20枚の殻長、全重量、軟体部重量を測定し、異常貝の出

現割合は、 1調査点当り50枚から求め、へい死員の出現割合は1連の全数(未分散の稚員は上、中、

下段3段の全数)から求めた。

調査結果

(1) 10年産貝

へい死率及び異常員出現率の推移を図1及び、表1に、殻長と全重量の推移を図2に、幹綱 1m当た

りの収容枚数の推移を図3に、調査結果を表2に示した。

① へい死率及び異常員出現率

へい死率は、全湾平均で8.8%と昨年 (7.9%)に比べ若干高かった。養殖方法別では、パールネ

ットが12.0%、耳吊りが8.8%、丸篭が2.6%と昨年に比べてパールネット (9.8%)及び耳吊り

(6.8%)が高く、丸篭 (4.8%)が低かった。地域別では、東田沢が18.0%(パールネット)、清水
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川が16.2%(パールネット)と高かった。

異常貝出現率は、全湾平均で3.2%と昨年 (2.2%)に比べて若干高かった。養殖方法別ではパー

ルネットが2.1%、耳吊りが5.3%、丸篭が1.7%であった。地域別では、田名部が12.5%(パール

ネット)、清水川が10.7%(耳吊り)、小湊が8.7%(耳吊り)と高かったが、その他の地区では概

ね低い値を示した。

② 成長

殻長は、全湾平均で8.3cmと昨年 (8.5c m)並みであった。養殖方法別ではパールネットが

8.4cm、耳吊りが8.5cm、丸篭が8.0cmであった。地域別では後潟が9.4cm(パールネット)と大

きかったが、清水川が7.4cm(パールネット)、むつ市が7.5cm(丸篭)とやや小さかった。

全重量は、全湾平均で67.7gと昨年 (70.8g)よりやや小さかった。養殖方法別では、パールネ

ットが66.2g、耳吊りが75.2g、丸篭が58.3gであった。地域別では、後潟が85.1g(パールネット)、

東田沢が82.0g(耳吊り)と大きかったが、土屋が47.5g(パールネット)、清水川が42.5g(パー

ルネット)と小さかった。軟体部歩留りは、全湾平均で32.9%と昨年 (32.1%)並みであった。

③ 収容密度

連間隔は全湾平均で43.7cmと昨年 (42.9cm)並みであった。

幹綱 1m当りの収容枚数は、全湾平均で316枚と昨年 (318枚)並みであった。養殖方法別では

パールネットが325枚、耳吊りが351枚、丸篭が244枚であった。地域別では久栗坂が800枚(パ

ールネット)、浦田が761枚(パールネット)と多かった。

(2) 11年産貝

へい死率及び、異常員出現率の推移を図4及び表1に、殻長と全重量の推移を図5に、幹綱 1m当た

りの収容枚数の推移を図6に、調査結果を表3に示した。

① へい死率及び異常貝出現率

へい死率は、分散済みが全湾平均で2.3%と昨年 (2.5%)並みであったが、未分散が全湾平均で

2.5%と昨年 (4.9%)より低かった。地域別では造道が18.5%(未分散)、油川が17.7%(未分散)

と高かった。

異常貝出現率は、分散済みが全湾平均で0.7%、未分散が全湾平均で0.6%と低かった。地域別で

は土屋が6.0%(養殖分散済み)、原別が4.0%(養殖分散済み、未分散)及びむつ市が4.0%(地ま

き分散済み)と高かった。

② 成長

殻長は分散済みが全湾平均で2.3cmと昨年 (3.2cm)より小さく、未分散が全湾平均で2.2cmと

昨年 (3.0cm)より小さかった。全重量は分散済みが全湾平均で1.6gと昨年 (3.8g)より小さく、

未分散が全湾平均で1.3gと昨年 (3.3g)より小さかった。

③ 収容密度

連間隔は分散済みが全湾平均で39.4cmと昨年 (36.1cm)より広く、未分散も41.6cmと昨年

(37.6cm)より広かった。幹綱1m当りの収容枚数は、分散済みが640枚と昨年 (667枚)より若

干少なかった。
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2 養殖数量調査

調査内容

(1)調査時期

平成11年10月

(2)調査対象員

平成10年産養殖貝及び平成11年産稚貝

(3)調査方法

販売済み数量及び養殖方法別保有数量を全養殖業者から聞き取り調査した(平成11年10月1日現

在)。

調査結果

養殖数量調査結果を表4に示した。

10月1日現在の平成10年産貝の販売済数量は、成員が36.077トン、半成貝が18.032トン、合計54.109

トンであった。保有数量は、パールネットが8.205万枚(昨年8.717万枚)、耳吊りが7.307万枚(昨年

7.545万枚)、丸篭が3.176万枚(昨年3.919万枚)、合計18.688万枚 (20，181万枚)で、昨年より減少し

た。

平成11年産貝の保有数量は、養殖用貝48.276万枚(昨年49.290万枚)、地まき用16.237万枚(昨年

16.695万枚)、移出用540万枚(昨年438万枚)、半成員用31.028万枚(昨年28.381万枚)、合計96.081万

枚(昨年94.804万枚)とやや増加したが、これは昨年より半成員用が増加したためである。

3 考察

平成11年の陸奥湾は、春先に水温が低く、ホタテガイの産卵が遅れたため、稚貝の成長は昨年を大き

く下回った。成貝の成長も悪かったが、これは昨年同様春先の成長の遅れが秋まで影響したためと考えら

れる。

夏場は異常高水温となり、他県ではホタテガイのへい死が見られた地区もあったが、陸奥湾のへい死率

は昨年を若干上回る程度であった。これは、異常気象に対して、関係者が一体となり現地指導をし、漁業

者が適切な対応をとったためと考えられる。

一方、近年ホタテガイの軟体部重量は低下している。これは、ホタテガイの活力にも影響することから、

決して好ましい状況とはいえず、わずかな海況の変化にもホタテガイが耐えることができなくなる可能性

につながる。したがって、異常な年であった今季を乗り切ったことを過信することなく、今後とも大型で

丈夫な貝づくりを進めていく必要がある。

つ臼
F
h
u
 



A
V
A
U
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
h
u
n
υ
h
u
 

自

習

品

。

『

，

A
O
F
O
a
4
内

d

内

4
噌

t

(
ま
)
凶
宵
眠
笹
副
m
b
d
同
時
ぽ
ユ
イ

E 8.5 
0 

蝋 8.0
種

500 

2400 

¥ 
ぎ300
語

警2∞

I∞ 

52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

調査年度

図1 へい死率及び異常貝出現率の推移(平成10年産養殖貝)
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図2 殻長と全重量の推移(平成10年産養殖貝)
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図3 幹鋼 1m当りの収容数の推移(平成10年産養殖貝)
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へい死率及び異常貝出現率の年度別推移
(単位:%

種貝類の 調年査度 上園地区 膏覇地区 平的地区 上北地区 下北地区 全潰平均
へい死 異常貝 へい死 異常貝 へい死 異常貝 へい死 異常貝 へい死 異常貝 へい死 異常員

平成11年度 6.6 3.4 4.5 0.4 10.9 3.4 7.7 4. 7 10.6 2.9 8.8 3.2 
平成10年度 6.2 1.8 4.1 0.8 12.4 2.1 6.5 3.1 4.4 2.4 7.9 2.2 
平成9年度 4.1 3.1 12.5 3.6 8..2 2.0 11.4 7.6 5.0 6.2 8.3 4.4 
平成8年度 2.6 1.4 5.0 1.8 4.4 1.2 4.0 3.3 5.4 6.0 4.1 2.5 
平成7年度 13.1 0.2 16.9 3.3 14.9 2.4 11. 0 2.8 6.0 9.3 12.8 3.6 
平成8年度 13.6 3.0 33.6 9.6 27.1 4. 7 40.6 18.1 9.8 7.9 26.8 8.7 
平成5年度 6.4 4.3 21.7 13.7 17.9 10.6 9.0 6.8 0.0 8.4 12.8 9.6 
平成4年度 8.4 4.8 17.5 9.5 16.2 5.3 12.2 8.1 14.6 25.7 15.2 8.5 

半 平成2年度 3.3 3.5 7.1 4.8 8.2 3.1 3.4 4.7 1.5 7.6 5.9 4.1 
平成2年度 11. 9 25.1 15.7 17.2 17.8 7.6 26.3 17.5 23.4 14.2 18.8 12.8 
平成元年度 23.3 31.6 43.9 20.5 37.6 16.8 30.3 21. 9 11.0 48.0 36.0 19.5 

成 昭和63年度 18.0 23.6 14.8 15.7 13.3 8.8 10.4 17.3 6.1 7.4 12.4 12.9 
剛和62年度 6.1 7.8 21. 2 14.2 23.0 11.6 8.6 12.7 4.1 12.2 15.4 11.8 

貝
聞和61年度 2.5 4.2 6.0 5.0 8.4 3.0 5.5 2.7 3.3 4.1 5.4 3.7 
昭和ω年度 12.9 10.4 7.2 8.0 9.5 4.1 5.3 9.9 2.4 4.5 7.9 6.5 
昭和59年度 9.3 9.3 7.7 6.7 25.9 11. 5 10.2 10.5 5.4 17.6 13.7 11.5 
昭和58年度 5.0 2.4 20.2 12.1 27.5 11.7 34.3 21.5 25.8 24.9 25.3 13.5 
昭和57年度 4.2 3.8 30.7 27.8 7.5 6.0 8.8 8.4 2.8 5.3 9.9 8.3 
昭和56年度 63.4 30.0 55.1 34.4 19.5 12.9 27.0 15.7 47.5 16.9 30.9 15.11 
昭和55年度 15.7 11. 4 29.2 16.5 35.4 20.3 17.2 13.6 11. 3 11.3 25.6 11. 8 
昭和54年度 36.7 17.5 23.1 8.2 21.0 7.3 20. 7 13.9 18.8 13.8 24.0 10.6 

昭回和和5532年年度度 91. 8 66.7 56.3 6.8 35.1 4.3 47.7 18.2 11.7 1.7 38.2 8.0 
53.1 41. 0 93.3 73.1 74.7 42.1 85.8 73.4 80.1 70.4 79.9 52.7 

平成11年度 3.1 0.8 5.4 0.4 2.5 1.0 1.2 0.3 0.8 0.5 2.3 0.7 
平成10年度 1.3 2.3 2.8 1.1 1.8 1.2 5.1 0.4 1.9 0.5 2.5 0.9 
平成9年度 3.0 3.8 2.6 1.1 4.5 1.9 0.9 0.2 0.6 1.3 2.7 1.6 
平成8年度 0.3 0.1 2.8 0.5 6.0 3.3 3.3 0.9 1.7 2.1 4.1 2.4 

稚 平成7年度 4.0 3.5 5.9 1.7 5.6 3.3 3.0 2.7 2.2 3.5 5.7 3.8 
平成6年度 9.5 3.6 6.8 1.4 5.4 2.4 8.8 1.4 6.3 2.2 6.5 2.3 

貝
平成5年度 4.4 2.3 1.7 1.8 3.7 5.0 4.3 2.3 4.3 4.4 3.8 3.6 
平成4年度 2.7 2.0 2.6 1.2 2.4 1.2 2.7 1.5 2.7 2.1 2.6 1.5 
平成3年度 2.5 7.2 3.5 2.3 1.4 2.2 2.0 5.1 1.8 3.9 2.1 3.8 

r、 平成2年度 8.6 3.4 9.5 4.7 4.0 4.7 9.0 17.7 3.4 4.2 6.4 6.6 

分
平成元年度 2.0 4.5 3.1 1.7 2.5 2.5 1.2 5.1 2.8 13.0 2.3 5.1 
昭和63年度 3.4 8.9 2.6 13.3 3.2 12.5 4.2 28.2 4.3 30.9 3.7 20.6 
昭和62年度 15.1 2.5 11.2 4.5 5.9 8. 7 0.7 2.4 2.3 7.1 5.5 6.2 

散 昭和61年度 7.2 3.4 5.2 5.3 4.0 3.8 3.2 1.1 15.5 1.1 8.8 2.6 
昭和60年度 32.7 6.4 13.6 3.9 4.5 5.2 1.7 1.5 7.7 1.4 9.8 4.0 

済
昭和59年度 1.7 17.2 1.4 8.2 3.5 2.3 1.2 4.3 6.3 4.4 3.2 5.9 
昭和58年度 12.0 7.8 15.9 11.9 11. 2 20.7 10.3 32圃4 5.5 23.2 8.0 22.9 
昭和57年度 6.5 12.4 7.1 24.0 3.2 21. 5 3.1 4.7 2.9 4.5 4.3 14.9 
昭和56年度 1.7 3.1 4.7 3.0 1.2 1.1 2.0 0.4 1.1 0.6 2.0 1.3 
昭和55年度 2.0 0.4 12.7 0.7 6.5 1.6 7.7 1.5 8.5 2.3 7.1 1.2 

園昭和和55141年年度度
18.6 3.2 18.8 4.9 9.1 8.0 13.1 7.5 9.8 2.4 11. 4 3. 7 
47.0 6.4 18.5 3.2 15.2 1.0 15.8 0.8 18.7 0.0 18.6 1.6 

地区別肉眼 平館・村益・田蟹村田町 後濁・青森市 平内町 野辺地町・横浜町
川む内つ町市・町畠田野名沢部村

表 1
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表2-2 秋季実態調査結果表(平成10年産艮:成貝、青森市漁協)

宵軍事巾凋扇面 l慧 へい死 異率常貝% 殻長 金重量 軟f事部 l連間隔 収容班

率% cm E 重量 E |歩留弛 cm 枚/段 枚/連 |枚1m静鋼

奥 向 iiiItm耳丸平-'吊fA瞳均り， 
払 2 9.9 1.0 8. 7 68.5 22. 7 33.1 25.0 11.2 1∞.8 403.2 

.................... ................... ............u........ 
2 
9.9 1.0 8. 7 68.5 22. 7 33. 1 25.0 11. 2 100.8 403.2 

造 道 iiiJ耳丸tー吊ル竃り
3.1 2.0 8.8 65.6 19.4 29.6 30.0 9.6 96.0 320.0 

.................... ................... -・・・・・・・・・・・・・........

I~平T坦- 3.1 2.0 8.8 65.6 19.4 29.6 30.0 9.6 96.0 320.0 

野 向 iυz肖耳事$吊-)箪圃りj， 
0.4 0.0 8.6 66.0 20.5 31.1 40.0 10.5 84.0 210.0 

2 
1.2 0.0 8.8 73.0 24.5 33.6 50.0 16.4 83.3 166.6 

0.8 0.0 8. 7 69.5 22.5 32.4 45.0 13.5 83. 7 188.3 

久車担E当Hfi耳平電ー吊見隻坦:り， 
2 、4.4 0.0 8.1 58. 1 16.0 27.5 20.0 20.0 1舶.0 8∞.0 

2 
•.•..•.............. ................... 一一...n_・H・....・H・H・

4.4 0.0 8.1 58. 1 16.0 27.5 20.0 20.0 160.0 800.0 

全 体出iバ耳平ー吊ル量揖り
6 5.4 O. 7 8.5 64. 1 19.6 30.51 26.7 13.8 116.9 489.4 

1.2 0.0 8.8 73.0 24.5 33.61 50.0 16.4 83.3 166.6 
7 

31.01 30.0 4.8 0.6 8.5 65.4 20.3 14.1 112. 1 443.3 

表2-3 秋季実態調査結果表(平成10年産員:成貝、平内町漁協)

平内町漁協
調点査数
へい死 殻長 全重量 軟4匹部 連間隔 収容S![ 
率% cm E |重量 E 歩留首 cm 枚/段披l:a綾1m幹緬

土 E i，i!耳平Lt-吊量J揖りL 
7.3 0.0 7.8 47.5 14.5 30.5 28.0 15.1 151. 0 539.31 

............・・・・....................... -・・・・・・・・・・・・・・・・.....

7.3 0.0 7.8 47.5 14.5 30.5 28.0 15. 1 151.0 539.3 

置浦 i;3耳4吊り
4 8.0 0.0 8.2 60.9 18.3 30.0 28.5 10.7 90.5 317.6 

4 
-・・・・...曾・・.........-・................. -・・・・・・・・・・・・・・・・.....

8.0 0.0 8.2 60.9 18.3 30.0 28.5 10.7 90.5 317.6 

浦図鑑i平副揖
2 4.9 1.0 8.0 53.2 15.8 29. 7 20.0 15.7 140.2 760.5 
5 8. 7 2.8 8.5 73.4 25.3 34.5 21.0 140.4 668.6 

7 
.................... ................... ...................... 

7.6 2.3 8.4 67.6 22.6 33.4 20. 7 15.7 140.3 694.9 

車薗現 iii~耳平吊竃均り

4 18.0 1.0 8.0 57.0 18. 1 31.8 38.8 9.8 73. 1 188.7 
9.6 2.0 8.8 82.0 29.0 35.4 40.0 94.0 235.0 

5 
.................... ................... -・・・...................

16.3 1.2 8.2 62.0 20.3 32. 7 39.0 9.8 77.3 198.0 

小 湊 iiiE島平E軒吊量均り

2 11.2 3.0 7.6 53.0 15.5 29.2 32.5 10. 7 90.5 278.5 
3 13.6 8. 7 8.5 79.0 26.2 33.2 33.3 135.3 406.0 

5 
•..•.•.............. -・・・・・・・・・・・・・・.... ...................... 

12.6 6.4 8. 1 68.6 21. 9 32.0 33.0 10.7 117.4 355.0 

清水4「1平許-i-均
16.2 2.0 7.4 42.5 10.0 23.5 50.0 16.3 130.4 260.8 

3 10.3 10.7 8.4 71.8 22.2 30.9 40. 7 148.0 363.9 

4 
.................... ................... -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. 

11.8 8.5 8.2 64.5 19.2 29. 7 43.0 16.3 143.6 338. 1 

全 体 ii~iパ耳平ー吊ル量均り

14 11.4 1.0 7.9 55.3 16.6 30. 1 32.3 11. 9 99.8 350.2 
12 10.4 6.2 8.5 75. 1 25. 1 33.4 30.6 137.2 490.6 

26 
•................... ................... -・・・・・・・・・・・・・・.......

10.9 3.4 8.2 64.4 20.5 31.8 31.5 11. 9 117.0 415. 1 

ヴ，
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表3-2 秋季実態調査結果表(平成11年産貝;地まき用稚貝)
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表3-3 秋季実態語牽結果表(平成11年産貝:全体〉
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表4 平成10、11年産貝養殖数量調査結果(平成11年10月1日現在)
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